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《
彙
報
》
令
和
三
年
一
二
月
～
令
和
五
年
一
月

◇
令
和
四
年
度
研
究
発
表
会

　

令
和
四
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時
三
〇
分

　

Zoom
 

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

〈
研
究
発
表
〉

・
語
る
と
い
う
行
為
の
意
図
を
考
え
る
古
典
学
習
の
具
体
化

　
　
　
　

―
琵
琶
法
師
の
存
在
を
意
識
し
て
『
平
家
物
語
』
を
読
む
―

北
海
道
美
唄
市
立
美
唄
中
学
校　

小
玉　

光
朗

・
形
容
詞
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
待
遇
表
現

　
　
　
　

―
「
か
わ
い
い
」「
か
わ
い
そ
う
な
」「
上
手
な
」
を
題
材
に
―

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校　

西
内　

沙
恵

・
源
信
明
「
恋
し
さ
は
同
じ
心
に
あ
ら
ず
と
も
…
…
」
歌
考

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校　

長
谷
川　

範
彰

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

◇
国
語
国
文
学
会
月
例
研
究
会

第
二
二
三
回
（
令
和
三
年
一
二
月
一
七
日)

・
語
彙
学
習
方
略
研
究
の
展
望

北
海
道
天
売
高
等
学
校
教
諭　

岡
本 

岳
之

第
二
二
四
回
（
令
和
四
年
二
月
一
八
日
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
た
異
年
齢
集
団
と
の
話
し
合
い
活
動
の
実
践

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校
教
諭 　

安
次
富 

裕
真

 

・GIGA

ス
ク
ー
ル
元
年
に
お
け
る
国
語
科
学
習
指
導

　
　
　
　

～
中
１
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
実
践
報
告
～

 

北
海
道
美
唄
中
学
校
教
諭 　

小
玉 

光
朗

第
二
二
五
回
（
令
和
四
年
三
月
一
八
日
）

・
高
等
学
校
国
語
の
授
業
に
お
け
るGoogle

ス
ラ
イ
ド
・
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を

　

用
い
た
１
人
１
台
端
末
の
活
用

 

酪
農
学
園
大
学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校
教
諭　

 

澤
辺 

真
人

第
二
二
六
回
（
令
和
四
年
四
月
二
二
日
）

・
大
町
桂
月
「
李
白
」
に
つ
い
て

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校　

大
橋 

賢
一

・
討
論
と
リ
ラ
イ
ト
に
よ
る
読
み
の
深
ま
り

　
　
　
　

—

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
の
授
業
を
通
し
て—

 

福
島
県
塙
町
立
花
輪
中
学
校
教
諭　

 

橋
本 

鷹
大

第
二
二
七
回
（
令
和
四
年
五
月
二
〇
日
）

・
音
読
学
習
を
活
用
し
た
伝
統
的
な
言
語
文
化
（
古
典
）
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

北
海
道
教
育
大
学
教
職
大
学
院　

片
平 

大
知

・
司
空
曙
詩
の
蟬
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院　

福
原 

早
希

第
二
二
八
回
（
令
和
四
年
七
月
一
五
日
）

・
心
理
実
験
に
よ
る
多
義
性
と
同
音
異
義
の
判
別

　
　
　
　

—

現
代
日
本
語
の
形
容
詞
を
事
例
に—北

海
道
教
育
大
学
旭
川
校　

西
内 

沙
恵

第
二
二
九
回
（
令
和
四
年
九
月
一
六
日
）

・
司
空
曙
詩
の
「
新
霜
」
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院　

福
原 

早
希

第
二
三
〇
回
（
令
和
四
年
一
〇
月
二
一
日
）

・
音
読
学
習
を
活
用
し
た
伝
統
的
な
言
語
文
化
（
古
典
）
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　

―
暗
唱
を
中
心
に
―北

海
道
教
育
大
学
旭
川
校
教
職
大
学
院　

 

片
平 

大
知

第
二
三
一
回
（
令
和
五
年
一
月
二
七
日
）
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・
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
の
授
業
実
践

　
　
　
　

―
自
ら
作
品
に
対
し
て
問
い
を
立
て
る
探
究
授
業
を
目
指
し
て
―

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校　

 

安
次
富 

裕
真

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

◇
令
和
三
年
度
学
士
論
文

・
円
地
文
子
研
究　

―
「
個
」
か
ら
な
る
家
族
―　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

矢
吹
優
香

・
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
Ⅰ
に
お
け
る
指
導
法
研
究　

―
九
宮
格
を
使
用
し
た
古
典
臨
書
指
導
に
関
し
て
―　
　
　
　
　
　
　

杉
原
祥
太

・
副
詞
「
全
然
」
の
共
起
成
分
の
使
用
実
態
と
規
範
意
識
に
関
す
る
考
察石

谷
は
る
か

・
呉
昌
碩
研
究　

―
印
面
か
ら
章
法
と
刀
法
を
探
る
―　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
崎
心

・
小
学
校
書
写
書
道
研
究
―
認
知
科
学
を
利
用
し
た
指
導
の
提
案
―　

 

伊
集
院
香
幸

・
中
学
校
国
語
科
の
授
業
に
お
け
る
主
体
性
を
引
き
出
す
授
業
づ
く
り

―
「
書
く
こ
と
」
領
域
の
評
価
を
中
心
に
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
美
乃

・『
源
氏
物
語
』
弘
徽
殿
大
后
考　

―
悪
の
イ
メ
―
ジ
と
そ
の
内
実
―　

  

加
藤
愛
理

・
読
書
と
読
解
を
関
連
さ
せ
る
読
書
指
導
の
検
討

―
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
75
の
作
戦
の
分
析
と
有
効
性
―　
　
　
　
　
　
　

   
本
郷
深
幸

・
新
し
い
認
識
を
獲
得
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
か

～
足
立
悦
男
「
異
化
の
詩
教
育
論
」
の
検
討
を
通
し
て
～　
　
　
　
　

中
鉢
悠
斗

・
文
学
的
文
章
の
読
む
こ
と
に
お
け
る
考
え
を
形
成
す
る
た
め
の
方
法
の
提
案

―
対
話
を
通
し
た
考
え
の
形
成
過
程
の
振
り
返
り
に
よ
る
転
移
を
目
指
し
て
―

大
泉 

亮
輔

・
小
学
校
書
写
教
育
研
究

―
筆
順
の
有
効
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
書
写
指
導
―　
　

堀
井
麻
由

・
尾
崎
翠
作
品
に
描
か
れ
る
芸
術
と
科
学
の
功
罪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藤
枝
舞

・
中
学
校
書
写
教
育
研
究　

—

学
習
者
の
自
己
評
価
能
力
を
育
成
す
る
評
価
基
準
の
設
定
を
探
る—

   

山
崎
蓮
太

・
宇
野
千
代
文
学
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
在
り
方

―
強
制
的
異
性
愛
の
温
存
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
陽
渚

・
曹
丕
詩
研
究　

―
「
悲
」
の
語
句
に
着
目
し
て
―　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

越
田
潤

・
必
然
性
を
伴
っ
た
要
約
学
習
の
実
相
と
そ
の
有
効
性
の
検
討　
　
　
　

 

阿
部
奈
緒

・『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
死　

―
女
君
を
中
心
と
し
て
―　
　
　
　
　

  

島
田
優
花

・
紀
貫
之
研
究　

―
貫
之
に
よ
る
理
論
と
実
践
―　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

片
平
大
知

・
語
彙
力
を
育
成
す
る
国
語
科
教
育
研
究　

―
語
彙
運
用
力
の
育
成
を
考
え
る
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
駿

・
織
田
作
之
助
「
土
曜
夫
人
」
論　

―
戦
後
作
品
と
し
て
の
「
土
曜
夫
人
」
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
本
那
生

・
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
同
訓
異
字
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
家
陽
菜

・
司
空
曙
詩
研
究　

―
送
別
詩
に
着
目
し
て
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
原
早
希

・
国
語
科
の
テ
ス
ト
に
関
す
る
考
察　

―
「
思
考
力
」
を
測
る
問
題
の
構
想
に
向
け
て
―　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
和
輝

・
文
学
的
文
章
に
お
け
る
「
問
い
」
作
り
の
研
究　

―
「
問
い
」
の
作
成
・
吟
味
・
追
求
を
通
し
た
学
習
の
提
案
―　
　

井
田
聖
衣
朗

・
新
語
の
実
態
を
追
っ
て

―
使
用
回
数
・
語
構
成
な
ど
に
よ
る
分
類
を
も
と
に
―　
　
　
　
　

影
山
安
里
奈

・
渡
辺
温
研
究
―
海
外
文
学
と
比
較
し
て
読
む
新
時
代
の
若
き
作
家
―　

 

橋
本
麻
瑚

・
尾
崎
紅
葉
文
学
に
お
け
る
女
性
像
の
変
遷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
田
侑
惟

・
高
等
学
校
段
階
の
意
見
文
指
導
に
お
け
る ICT 

を
用
い
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
活

性
化　

―
チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
着
目
し
て
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佳
歩

・
謝
霊
運
詩
に
お
け
る｢

雲｣

研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

椿
あ
り
さ

・
謝
朓
詩
研
究　

―
植
物
表
現
を
中
心
に
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

佐
々
木
千
紘

・
句
読
点
の
打
た
れ
る
位
置
に
関
す
る
一
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

工
藤
ゆ
り
あ

・『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
考　

―
光
源
氏
に
付
与
さ
れ
る
女
性
的
美
質
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
澤
希
望
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◇
令
和
三
年
度
修
士
論
文

・『
源
氏
物
語
』
の
物
の
怪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
詩
織

・『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
和
歌
漢
訳
に
つ
い
て
研
究　

—

豊
子
愷
氏
、
林
文
月
氏

の
中
国
語
訳
を
中
心
に—

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陳
英
欣

・
王
建
詩
研
究　

―
女
性
の
描
写
に
注
目
し
て
―　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佐
藤
宏
哉

『
旭
川
国
文
』
の
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
登
録
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
）
に
つ
い
て

　

総
会
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
開
催
）
で
の
決
定
を
受
け
て
、
今
号
よ
り
本
誌
を

北
海
道
教
育
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
（http://s-ir.sap.hokkyodai.ac.jp/index.

htm
l

）
に
登
録
い
た
し
ま
す
。
登
録
に
あ
た
り
下
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適
用
し

ま
す
。

 

・ 

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
論
文
・
文
章
を
タ
イ
ト
ル
ご
と
にPD

F

フ
ァ
イ
ル
化
し

　

て
登
録
し
ま
す
。

 

・ 

今
後
新
た
に
論
文
そ
の
他
の
文
章
を
寄
稿
す
る
場
合
は
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
登
録
に
つ

　

い
て
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

 

・ 

個
人
情
報
を
含
む
も
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
適
さ
な
い
も
の
は
編
集
部
が

　

そ
の
都
度
判
断
し
登
録
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・ 

図
版
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
が
あ
ら
か
じ
め
リ
ポ
ジ
ト
リ
登
録
を
前
提
と
し
て

　

著
作
権
処
理
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

『
旭
川
国
文
』
冊
子
版
の
配
布
に
つ
い
て

　

総
会
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
開
催
）
で
の
決
定
を
受
け
て
、
冊
子
版
の
配
布
は
在

学
生
に
限
り
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
諸
経
費
軽
減
の
た
め
、
会
員
の
み
な
さ
ま

に
は
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
了
承
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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 《
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
国
文
学
会
会
則
》

第
一
条
〈
名
称
〉
本
会
は
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
〈
事
務
局
〉
本
会
は
、
事
務
局
を
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
教
育
専
攻

教
室
に
置
く
。

第
三
条
〈
目
的
〉
本
会
は
、
国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
及
び
国
語
科
教
育
学
各
分

野
に
わ
た
る
研
究
と
普
及
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
連
帯
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
〈
事
業
〉
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　

①
年
次
大
会

　
　
　

②
月
例
研
究
会

　
　
　

③
学
会
機
関
誌
「
旭
川
国
文
」・「
会
報
」・「
会
員
名
簿
」
の
作
成
及
び
発
行
。

　
　
　

④
国
内
外
の
関
係
学
術
団
体
と
の
連
携
。

　
　
　

⑤
そ
の
他
必
要
な
事
業
。

第
五
条
〈
会
員
〉
本
会
は
、
以
下
の
三
種
の
会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　

①
名
誉
会
員　
　

②
一
般
会
員　
　

③
学
生
会
員

　

２　

会
員
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　

３　

会
員
は
、
以
下
の
特
典
を
有
す
る
。

　
　

①
本
会
発
行
の
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け
る
。

　
　

②
本
会
の
各
種
集
会
に
参
加
し
、
集
会
及
び
「
旭
川
国
文
」「
会
報
」
等
に
お

い
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
〈
役
員
〉　

本
会
に
以
下
の
役
員
を
置
く
。

　
　

①
会
長
１
名　
　

②
副
会
長
若
干
名　
　

③
委
員
若
干
名

　

２　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
本
会
の
運
営
を
総
括
す
る
。

　

３　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
す
る
。
会
長
に
事
故
の
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
の

代
行
を
す
る
。

　

４　

事
務
局
員
は
、
本
会
の
運
営
上
の
実
務
に
当
た
る
。

　

５　

会
計
監
査
は
、
会
計
を
監
査
し
、
総
会
に
報
告
す
る
。

第
七
条〈
顧
問
〉本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は
、会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
八
条
〈
経
費
〉
本
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
る
。

第
九
条
〈
総
会
〉
役
員
の
選
出
、
会
則
の
変
更
等
、
本
会
の
運
営
上
に
か
か
わ
る
重

要
な
決
定
・
変
更
は
、
す
べ
て
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

　

２　

総
会
で
の
決
定
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
必
要
と
す
る
。

第
十
条
〈
年
次
〉
本
会
の
年
次
は
、
毎
年
一
月
一
日
に
始
ま
り
、
一
二
月
三
一
日
に

終
わ
る
も
の
と
す
る
。

付
則
１　

会
則
第
五
条
の
会
員
及
び
そ
の
資
格
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　

１
．
名
誉
会
員
と
は
、
本
校
を
退
職
も
し
く
は
転
任
し
た
大
学
教
員
、
及
び
総
会

に
お
い
て
推
薦
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

　

２
．
一
般
会
員
と
は
、
次
の
三
種
の
う
ち
の
希
望
す
る
も
の
を
い
う
。

　
　

①
教
員
会
員　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
教
育
講
座
の
関
係
教
員
。

　
　

②
卒
業
生
会
員　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
・
旭
川
分
校
・
及
び
北
海
道
学
芸

大
学
旭
川
分
校
の
国
語
教
育
専
攻
・
国
語
国
文
学
専
攻
の
卒
業
生
及
び
北
海

道
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
専
攻
科
国
語
教
育
専
修
の
修
了
生
。

　
　

③
そ
の
他
の
会
員　

上
記
①
②
の
会
員
の
紹
介
を
経
て
役
員
会
の
承
認
を
得
た

者
。

　

３
．
学
生
会
員
と
は
、北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
国
語
教
育
専
攻
在
学
生
の
う
ち
、

入
会
を
希
望
す
る
者
を
い
う
。

付
則
２　

会
費
は
、
総
会
の
議
を
経
て
決
め
る
も
の
と
し
、
各
年
度
当
初
に
納
入
す

る
も
の
と
す
る
。

付
則
３　

本
会
則
は
、
昭
和
六
〇
年
一
一
月
九
日
を
も
っ
て
施
行
す
る
。

付
則
４　

平
成
四
年
一
一
月
一
四
日
改
訂
。

付
則
５　

平
成
一
〇
年
一
〇
月
一
七
日
改
訂
。

付
則
６　

平
成
二
二
年
一
一
月
二
〇
日
改
訂
。
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【
会
費
】

・
一
般
会
員
は
、
年
会
費
三
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

・
六
一
歳
以
降
の
一
般
会
員
は
、
年
会
費
一
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

・
学
生
会
員
は
、
在
学
期
間
中
七
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

◇
な
お
、
現
在
の
本
会
の
運
営
状
況
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
以
下
の
特
別
規
定
に
よ

り
運
用
す
る
。

・
一
般
会
員
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
会
費
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

六
〇
歳
ま
で
の
会
費
を
納
入
し
た
も
の
と
見
な
す
。

　

①
七
年
間
連
続
し
て
会
費
を
納
入
す
る
。

　

②
五
年
分
の
会
費
を
一
括
し
て
納
入
す
る
。

　

③
六
〇
歳
ま
で
の
残
余
期
間
の
会
費
の
１
／
２
を
一
括
し
て
納
入
す
る
。

      

※
年
齢
は
三
月
末
日
の
時
点
で
の
も
の
と
す
る
。

・
本
規
定
は
平
成
二
〇
年
度
よ
り
適
用
す
る
。

令
和
二
～
令
和
三
年
度
　
旭
川
国
語
国
文
学
会
役
員

【
顧　

問
】
宮
本
勝
（
教
育
大
名
誉
教
授
）　

中
西
信
行
（
元
教
育
大
旭
川
校
）

　
　
　
　
　

  

矢
野
敏
文
（
元
教
育
大
旭
川
校
）　

伊
藤
一
男
（
教
育
大
名
誉
教
授
）

【
会　

長
】
上
田
祐
二
（
教
育
大
旭
川
校
）

【
副
会
長
】
大
橋
賢
一
（
教
育
大
旭
川
校
）

【
会
計
監
査
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
避
け
る
た
め
、
本
年
度　

　
　
　
　

設
置
を
見
合
わ
せ
た
。

【
事
務
局
】

○
上
田
祐
二　

大
橋
賢
一　

渥
美
伸
彦　

長
谷
川
範
彰　

村
田
裕
和　

西
川
竜
矢　

西
内
沙
恵

○
（
大
学
院
生
）
片
平
大
知

　

  （
四
年
）
渡
部
啓
斗　

藤
井
優
愛　
　
（
三
年
）
倉
島
健
太　

村
上
琴
菜

　

  （
二
年
）
跡
部
俊
太
郎　

西
村
弥
菜　
（
一
年
）
佐
久
間
翔
也　

谷
口
詠
美

『
旭
川
国
文
』
投
稿
の
お
願
い

　

本
学
会
誌
は
、毎
年
一
回
、原
則
と
し
て
、例
年
、八
月
三
一
日
を
締
切
り
日
と
し
、

そ
の
年
の
大
会
日
に
発
行
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
投
稿
希
望
会
員
は
、
次
の
執
筆
要

領
に
従
っ
て
、
締
切
り
日
ま
で
に
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
稿
原

稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学
会
に
お
け
る
研
究
発
表
を
ま
と
め

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

執
筆
要
領

　

１　

原
稿
に
は
表
題
・
著
者
名
・
所
属
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２　

横
組
、
縦
組
の
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
体
裁
は
本
誌
を
参
考
に
し
て

　
　
　

く
だ
さ
い
。

　

３　

分
量
は
、
横
組
、
縦
組
、
と
も
に
一
〇
頁
以
内
に
な
る
よ
う
に
ご
執
筆
く
だ

　
　
　

さ
い
。

　

４　

原
稿
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ー
ド
・
一
太
郎
な
ど
で
作
成
し
た
原
稿
と

　
　
　

テ
キ
ス
ト
の
二
種
類
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
に
入
れ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
　
　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

　
　
　

も
の
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
表
を
作
成
し
た
場
合
は
、
エ
ク
セ
ル

　
　
　

な
ど
に
デ
ー
タ
を
落
と
し
た
も
の
も
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
や
写
真

　
　
　

に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

５　

原
稿
郵
送
先

　
　

〒
０
７
０
―
８
６
２
１　

旭
川
市
北
門
町
九
丁
目

　
　
　
　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校　

近
代
文
学
研
究
室　

村
田
裕
和

　
　
　
　

☎
：0166-59-1268

　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス:m

urata.hirokazu@
a.hokkyodai.ac.jp

　

＊
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
右
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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《
編
集
後
記
》

　

今
年
度
の
『
旭
川
国
文
』
三
五
号
は
、
伊
藤
一
男
教
授
退
職
記
念
号
で
あ
る
。
伊

藤
先
生
は
、
略
歴
・
業
績
に
も
あ
る
と
お
り
、
平
成
五
年
か
ら
約
三
〇
年
間
、
本
校

で
教
鞭
を
執
り
、
令
和
四
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
た
。
私
は
、
学
部
の
四

年
間
伊
藤
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
学
生
の
一
人
で
あ
る
。

今
は
教
職
大
学
院
生
と
し
て
、
伊
藤
先
生
の
退
職
を
記
念
す
る
『
旭
川
国
文
』
の
編

集
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
思
う
。

　

私
が
学
部
一
年
生
の
と
き
、
古
典
の
魅
力
や
面
白
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は

伊
藤
先
生
だ
っ
た
。
ゼ
ミ
発
表
や
学
士
論
文
指
導
の
時
に
伊
藤
先
生
か
ら
鋭
い
ご
指

摘
を
何
度
も
受
け
て
き
た
が
、
そ
の
分
の
研
究
の
足
掛
か
り
と
な
る
よ
う
な
知
識
や

見
解
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
知
識
は
、
私
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
り
、
古

典
の
魅
力
や
面
白
さ
に
自
ず
と
惹
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
大
学
院
に
進
学
し
て

研
究
を
続
け
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
の
も
、
伊
藤
先
生
の
ご
助
言
に
よ
っ
て
い
る
。

　
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
は
『
論
語
』
に
み
え
る
言
葉
だ
が
、
研
究
と

は
ま
さ
に
こ
の
一
言
に
尽
き
る
。
新
し
い
知
見
を
得
る
に
は
、
先
行
論
や
過
去
の
実

践
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
生
方
の
論
文
に
目
を
通
し
、

編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
先
行
研
究
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
私
も
自
身
の
研

究
に
取
り
組
み
続
け
た
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
『
旭
川
国
文
』
の
編
集
は
、
初
め
て
の
作
業
で
あ
り
、
論
文
を

寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
編
集
が
難
航
し
た
所
も
あ
っ
た
が
、
学
部
生
の
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
修
了
生
の
佐
藤
宏
哉
さ
ん
、
目
加
田
飛
鳥
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々

に
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
目
加
田
さ
ん
に
は
、
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
編
集
作
業
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
何
と
か
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。（

弥
生　

片
平
記
）




